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元気な農業を実現する ～食を支える生産基盤～1トピック

「農」の資産を次の世代へバトンタッチ

先人が作り上げてきた地球10周分の水路を守る
　全国の農業用水路は約40万kmも

の長さがあり、ダムなどの主な水利施

設は約7,000か所もあります。全国

の農業水利施設の資産価値を計算す

ると、25兆円もの金額になります。

　農業ができるのは、これらの施設を

先人たちが、長い年月をかけて作り

上げ、バトンタッチしてきたからです。

元気な農業を実現するには、これから

　珊瑚礁に囲まれた美しい宮古島は、

山や川のない平らな地形と保水力の

低い痩せた土壌のために、昔から農

家は干ばつの被害に苦しめられてき

ました。島の北のはずれにある島尻

集落では、毎年、旧暦9月に豊年祭

が行われ、全身につる草をまとった

三体のパーントゥという神が、人や家

などに泥を塗り付けて厄払いします。

　この「パーントゥの里」の農業のリー

ダー辺土名豊一さんは、村の将来を

考え、地域の生産・生活・交流のため

の基盤を整備するように、集落の意

見をまとめました。

　川のない宮古島に、地下水をせき

止める地下ダムができあがり、安定

な水が供給されるようになり、マンゴー

の産地づくり、肉用牛との複合経営、

グリーン・ツーリズムの実践などを行

い活気あふれる里に変わりました。

辺土名さんは、奇妙な祭りパーントゥ

の里、宮古島市島尻でブランド化さ

れた完熟マンゴー生産のかたわら、

地域農業振興のリーダーとして頑張っ

ています。
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地下ダムがない場合

地下ダムを建設した場合

雨は石灰岩を抜けて海に流れ出す

石灰岩の中に水を通さないコンクリートの
壁を作って地下に水を貯める

　東近江市糠塚町では、基幹的な水利施設が整備され、そ

の用水を活かして農業の効率化を行うために、担い手育成

基盤整備事業によってほ場の大区画化を進めました。集落

の農家が協力して農事組合法人「万葉の郷ぬかづか」を作り、

集落全体がひとつの農場として農薬や化学肥料を減らした

環境にやさしい農業に取り組んでいます（組合員32名、経

営面積30.5ha)。「万葉の郷ぬかづか」は、農産物加工施

設や農産物直売所を建設し、米粉を使ったパンやクッキー

を製造、販売し、消費者にも喜ばれています。また、お米や

野菜の直売を行うことでお客様の安心・安全な食の指向を

直接感じることにより農家の生産意欲が強まっています。

事例 05
滋賀県
東近江市

も施設を守り、次の世代へバトンタッ

チしなければなりません。

　いま、戦後に建設した施設が古くな

りつつあります。なかには耐用年数を

すぎてもそのまま使われているもの

もあります。施設を守り、建て替えて

いくことが、大きな課題となっています。

早めの検査と予防で施設の寿命を延ばす
　バトンタッチしなければならない施

設は膨大です。少しでも少ない費用

で効率的に守っていかなければなりま

せん。

　いままでは、施設が故障してから修

理をしていました。このやり方では、

修理のための費用がかかり、施設の

寿命も短くなります。

　これからは、故障する前に検査をし

て、使える施設はなるべく長く使い、

老朽化した施設は計画的に予防・補修

をする取り組みが進められています。

予防・補修では、故障してから修理す

るよりも費用が安くなり、施設の寿命

も長くなります。

パーントゥの祭（左）
完熟マンゴー（下）

■地下ダムのしくみ

事例 04
沖縄県
宮古島市

前列左から2番目が辺土名豊一さん

いままでは… 老朽化が進んでから大規模に修理・改修
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老朽化

パイプラインの継ぎ目から漏水

大規模修理・補修

パイプラインの改修

検査・診断

パイプラインの中をロボットで検査・診断

予防・補修

パイプラインの内側にコーティングをして補強

施設の長寿命化
ライフサイクルコスト※の低減

大きな費用の発生
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「万葉の郷ぬかづか」

ホームページ:http://www.bcap.co.jp/manyonosato
※建築コストだけでなく、維持管理や改修・廃棄に必要なコストも含めた構造物のコスト


